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『ドン・ガルシー・ド・ナヴアール』と

『ミザントロープ』について　　佐藤保子

パスカルにおけるsbsenceの意昧　　田　辺　　保

スタンダールの小説における喜劇的要素について　　　鳴宕宗三
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一その主要作中入物について一　　　高橋和子1

「失われた時をもとめて」における

作中人物の言語について（続き）　　藤　本　　貢
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